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●
児
童
福
祉
を
先
進
的
に
導
い
て
き
た
浄
土
宗
、
そ
し
て
知
恩
院

　

本
日
は
、
平
安
養
育
院
の
児
童
福
祉
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
、
社
会
的
養
護
の
立
場
を
中
心
に
お
話
し
す
る

こ
と
で
、
な
お
厳
し
い
児
童
福
祉
の
現
状
の
一
端
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
明
治
期
以
降
の
社
会
福
祉
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
平
安
養
育
院
の
成
り
立
ち
と
背
景
を
見
て
み
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
は
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
政
策
が
進
む
中
で
、
江
戸
時
代
を
踏
襲
す
る
形
で
、
民
生
、
国
民

生
活
の
問
題
解
決
の
施
策
が
出
さ
れ
ま
す
。
１
８
７
４
年
の
「
恤

じ
ゅ
っ

救き
ゅ
う

規
則
」
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
恤
救
と

は
、
憐
れ
み
、
救
う
こ
と
で
あ
り
、
困
り
ご
と
は
地
域
と
家
族
・
親
族
に
よ
る
救
済
が
基
本
で
、
そ
れ
を
越
え

る
極
端
な
場
合
の
み
国
が
恩
恵
的
に
上
か
ら
下
へ
給
付
す
る
と
い
う
も
の
で
、
国
が
社
会
問
題
の
解
決
の
た
め

に
救
済
に
あ
た
る
と
い
う
観
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
清
戦
争
の
頃
か
ら
第
一
次
産
業
革
命
が
進
み
、
よ
う
や
く
民
間
レ
ベ
ル
で
困
窮
者
を
助
け
よ
う
と
い
う
慈

善
事
業
、
救
済
事
業
と
呼
ば
れ
る
事
業
が
あ
ち
こ
ち
で
芽
生
え
ま
す
。
浄
土
宗
は
じ
め
、
仏
教
界
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
福ふ

く

田で
ん

会
が
東
京
・
日
本
橋
に
誕
生
し
た
の
が
１
８
７
6
年
、
そ
の
後
数
多
く
の
慈

善
団
体
が
事
業
を
開
始
し
、
明
治
末
期
に
全
国
組
織
で
あ
る
中
央
慈
善
協
会
が
生
ま
れ
ま
す
。
１
９
０
８
年
の

設
立
趣
意
書
に
は
、
国
内
外
の
慈
善
救
済
事
業
の
調
査
報
告
、
慈
善
団
体
・
慈
善
家
間
の
情
報
共
有
、
慈
善
救

済
事
業
の
指
導
奨
励
、
救
済
行
政
へ
の
請
願
な
ど
の
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
の
終
わ
り
に
日
露
戦
争
、
大
正
時
代
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
き
、
第
二
次
産
業
革
命
の
進
展
の
結

果
、
社
会
問
題
の
解
決
の
た
め
の
社
会
運
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
事
業
行
政
は
内
務
省
社
会
局
に
一
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講話

1
月
30
日
に
開
か
れ
た
「
総
本
山
知
恩
院
冬
安
居
道
場
」
か
ら
要
旨
を
採
録
し
ま
し
た
。
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